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一plausible,vraisemblableとの比較を通して一
藤巻 香代
0.はじめに
フランス語における蓋然性の表現に関する研究の一環として,本稿は形容詞
probableの機能を,類義語の plausble,vrdsemblableと対照しつつ明らかにする
ことを目的とする。
plausibleとvrdsemblableは,さまざまな辞書の記述からも prObableの類義
語の代表と見なすことができる。これら3形容詞が表す蓋然性は,(1)から (4)
のような言い方ができる事実とインフォーマン ト(1)の直感 とにもとづいて ,
possibleとc rtainの間で, plausibleくprobable<vraisemblableという順に高く
なっていくと考えられる。 (以下LM は Lc Monde tt CD…ROM版を表す。出
典の記されていない例文は筆者の作例によるものである).
(1)TOut est possible,衡idelllment.Mais passer du′θ∬jbルau′ル雰jbた。 (L鴫
(2)11乱dt de surcrott devenu′ル堺Jbル t meme′κbαゎたau■l desjours。 (L鴫
(3)C'cst′rθbαわたct memeソrαぉθ
“
bルわた。
(4) Tout Cela cstッrαおθ″め力わた,mais pas ccrra加。 (L鴫
3形容詞には用法の類似′点も多く,(5)のように事態の蓋然性を表すために非
人称構文で用いることができる。また,(6)のように意味的に事態 (事柄 0出来
事)を内包する scёna五oのような名詞も修飾する。さらに,(7)のように事態
の意味をもたない名詞句を修飾することもある。
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(5)Il est(plauSible l probable l vraiSemblable)quc ce soitl'6criture dc Paul.
(6)Ce scёna五O estle plus(plausible l prObable l vraisemblable).
(7)C'estla date la plus(plausible l prObable l vraiSemblable)。
このように,plausibに,vraisemblabbはprobableと似た振る舞いが認められる
が, これ らの中で prObableだけが本質的に蓋然性の高さを表す形容詞だと考え
られる。このことを明らかにするために以下,1で従節の動詞叙法,2で3形
容詞が名詞句 と共起する場合,3で3形容詞を修飾する副詞(類)の特徴を見て
いきたい2)。
1.動詞叙法
形容詞の後ろに従節が続く場合の動詞叙法を Lc Monde紙(CD‐ROM版)で
調査した。)。
結果は以下のとおりで,概ね plausibleは接続法, prObable,vraisemblableは
直説法が優勢である.
Lc Monde(1997-2000)
plausible
('97-'00)
probable
('00)
vraisemblable
('00)
直説法 8。30/0 72.5% 76.5%
接続法 66.60/。 12.8% 14.80/。
直説法 。接続法同形 25.0% 14.6% 8.5%
インフォーマン トにも適切な叙法を選択 してもらったが,plausibleは接続法 ,
probableとvraiscmblableは文脈によつて直説法と接続法ということであった。
(8) D'ici la,ll est plausible quc Concordc(*allra l ait)trOuvё un successcur."
arnencam。
(9)D'ici la,il est probable que Concorde(aura l ait)trOuVё lln successeur。¨
arnencam.
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(10)D'ici la9il estttёs probable que Concorde(aura l ait)廿Ouvё lllll SuCCessellr.¨
alnencam。
(11)D'ici la,il est vraisemblable quc Concordc(aura l ait)廿Ouv6 un successe .¨
allllencam.
Soutet(2000,63)は, prObableはpossibleとc ttinの間に位置し,この中
間的な位置のため直説法と接続法の両方をとると主張している。しかし,単に
蓋然性の高さが中程度だから高めにも低めにもとれる (高めのイメージなら直
説法で,低めのイメージなら接続法)ということではない。実際 (10)の廿ёs
probableの場合も直説法と接続法が容認されている。
(12)Il est plausble quc(?ctStl Ce SO量)rёCriture dc Paul.
(13) Il est prObable quc(?c'estl Ce sOit)rёcritur  dc Paul.
(14)Il est Vrdsemblable quc(?ctStl Ce SO量)r6crimre de Paul.
動詞叙法は話者の伝えたいポイントが評価にある場合は接続法が,評価の対
象である事態の真偽にある場合は,蓋然性が高ければ直説法が低ければ接続法
が選択される。
興味深いのは,(9),(11)では直説法と接続法の両方を容認したインフォーマ
ントが (13),(14)では接続法の方がより自然であると答えたことである。(9),(11)
では alY16五cainの直前に 〈¨ .〉 があることからもわかるよう 〈successcur…
狙
“
cain〉〉のところが情報の一番伝えたいところで,従節の内容がポイントで
あると解釈できるのに対し,ceの指すものを同定する (13),(14)では,日の前
にある筆跡が Paulのものであると「自分はそう判断した」というモダリティ
の方によリポイントがあると角翠釈されている
“
)。
plausbleについては,prObableよりも蓋然性が低い印象を与えることや,本
来 digne d'ette applaudiという価値評価を表すことから,評価の方にポイントが
置かれやすいと考えられる。また,vrdsemblableも,prObableより蓋然性が高
い印象を与える一方で,ポイントがモダリティに置かれることもあり,両方の
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叙法が容認されうると思われる。
2.名詞句との共起 : 内容vs存在
次に,3形容詞の意味の違いが具体的に見やすい,名詞句と共起 した場合を見
ていきたい。名詞句を修飾する際に,形容詞がその内容を問題にしているのか ,
存在を問題にしているのかとい う観点から,prObableをp ausible,vraisemblable
と比べていくことにする。
2.1.   plausible vs probable
Lc Monde紙で plausibleが共起する名詞句を調べると,事態を表すものは少
なく, どちらかとい うと事態以外の何かを表すものの方が多いことがわかる。
これは,〈 il ette plausible quc P〉)の発話例が少ないという事実にも通 じるところ
があるい)。 (15),(16)を見てみよう。
(15)Jean―Claude Penchentt jouc夕″■力θた乃θソ(plausible l*prObable),Sensible,
mais un peu raplapla。(L鴫
(16)Ronit Elkabetz,…(畔各)。¨,a les memes cheveux nols coittёs en ёventail,le
meme maquillage outrancict le meme corpS sec,ondulant.Sa beautё fait d'ell
夕′`Йrrnα Grαttα″廿ёs(plausible l*prObable)。(LM)
(15)はTchekhOVの作品として認められるような演技をしたとい う意味で,(16)
は Ma山a Grahamと同じ美 しさを再現 し,彼女のダンスを踊るのにふさわしい
姿であるとい う意味である。どちらも内容についての評価を表 しているので
probableは容認 されない。
この 2形容詞が同じ名詞句 と共起する (17),(18)を比べてみよう。オ リジナ
ルが probaЫeである (17)は, こうなるだろうと頭に描いている avenIの存在
を問題にしているのに対 し,オリジナルが plausibleである (18)は,評価でき
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る価値のある avenirで,avenirの内容が問題にされている。
(17)Certtins prёsidents de conseils gёnёrauxゞinquiёtent de′♭χ夕κJr(*plausible l
probable)deS dёpartemen協,6carte16s entre llll issu de grandes agglomёrations
et des‖pays‖qui dёvitdiseraient les cantons。(LD
(18) La gucre avec rAllemagne est perduc, ct il faut reconstmire夕刀
`〃
θκJr
(plauSible l*probable)。(LⅥ
また,名詞句の指示対象の存在を問題に していることが明 らかな文脈では
probableだけが容認 される。(19)は〈nOn seulement possibles mais〉〉によつて les
clcursjudiciairesの存在を問題にしていることが明らかである。
(19)Dans ces condidons,たs θra浴ルグ′θ″jκS mpossibles a rattaper sont non
sculement possibles mais(*plausibles l prObables),巧Oute le t xte。(LD
plausbleは名詞句の指示対象の内容を,prObableは名詞句の指示対象の存在
を問題にするわけだが,結果としてこの 2つの解釈が似通 うとときも少なくな
い。例えば les gagnants plausblesは「gagnantsとしてふさわ しい qualit6を持
つ人」を表 し,les gagnants probablesは「おそらく gagnantsになるだろう人」
を表すがこの 2つの解釈の違いは実際には希薄で,結果的に plausbleの場合も
蓋然性を表している印象を与えことが考えられる。
2.2.  vraisemblable vs probable
vrdttnblableは(20)のように事態を表す名詞句との共起も多く,(21),(22)の
ように人を表す名詞句を存在を問題にして修飾する場合も見 られるとい う点で
probableと共通 している。
(20)Nous a1lons mantenant sonder le terrain pollr savoir quelle force mette sur pied,
policiёre ou nlilitaire, mais, a mon avis, tout indiquc qu'夕
“
θJ“
`θ
ん
`κ
″θκ es
vrdsemblable。(L聘
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(21) Ces aCCusations ne constituent pas la meilleure des intronisations pour le
vraisemblable″θタィαν θ″
“
θθ次多″″qui. (¨略) (L鴫
(22)Oskar Lafontthe,vrdsembhbL“j″きた ルsルα″θωあル″rrν″燿θ
“
θ″′
"“
(略) (L鴫
ところが, vraisemblableは,「まるで真のような qualitёを持つている」と
いう,内容を問題にした価値判断を表すこともある。例えば vraisemblableが
improbabLと共起して矛盾しない (23)のような例や,(24)のように名詞句自
体が非現実であることを示す例 (FN党首の Lc Pcn deだalitёに対する Lc Pcn
de nclon)が挙げられ る。 「真のよ うに見える」 とだけ しか言わない
vraisemblabには文脈によつて 「まるで真のような qualitёがある」とも「おそ
らく真であろう」とも解釈できるということであろう。内容も存在も問題にす
る vraisemblableはplausibleとprobableの中間に位置するといえるだろう。
(23) Le■l tёnu dlune intrigue que ron peut juger jη
“
bαbル mais elle st
simplement(*probable l vraiSemblable)。(L鴫
(24)Ce qu'On reproche a Matticu Lindon,dest d!avott crёё夕′二θ Pθ′ルノθガθ“
tout
a fait(*prObable l vraiSemblable)。 (L鴫
3.共起する副詞 (類)の特徴
次に, Lc Monde紙の検索結果 (付録参照)をもとに各形容詞を直接修飾す
る副詞 (類)を見ていく。本質的に蓋然性を表しているのは probableのみで,
plausibleは価値評価を,vraisemblableは両方を表していることは,副詞 (類)の
観察によつても確認される。
3.1.  probable
HuOt(1988,63)が指摘する通り,prObableはne 。¨pasによる全否定とは相性
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がよくない。Lc Monde紙の検索結果でも ne。¨pasで否定した発話例は少なかっ
た。少ない発話例もたいてい (27)のような nёgttion polёmiqueや(28)のよう
な nёgttion mёねlinguisdqucである。 prObableとn .p¨asの相性の悪さは中程
度にしか高くない蓋然性を否定してもあまり効果がないことによる。一方 peu
との相性はとてもよく,実際 Lc MOnde紙の検索結果でも他の副詞 (類)と比
べ群を抜いている。また,高い程度を表す副詞(類)ともよく共起する。prObableが
まさに蓋然性の尺度上の位置を表す形容詞であることがうかがえる。
(25)??II n'CSt pas probable que les ttavaux(inttOntl iniSSent)avant OCtobre.
(26) Il est peu prObable que les travaux flnissent avant octobre.
(27)‖CettC hypOthёse niest pas probable,r6torquc un autre expert,01市ier Roy.…
(略)。..';,dit―il。  (LNゅ
(28)Lcur iёse est clatte:lm con■量額m6entre la Chine ct les Etats―Unis t
possible,memeゞil niest pas probable。 (LM)
3.2.  plausible
plausibleはLc Monde紙を用いた調査では ne."pasによる否定との共起も
peuとの共起もそれほど多 くない。他方で,尺度上の高低を表す働きのない副
詞 と共起 している発話例がある。(29)のphysiquement,vOcalmentは形容詞を修
飾することで尺度の高い方 (あるいは低い方)へ導くはたらきはもたない。(30),
(31)のparfaitement,sumsalnmentはdune maniёre(parfaite l sumsante)と言える
ように様態の副詞である
“
)。 Lc Monde紙を用いた調査で prObableとの共起例が
なかったこれ らの副詞 と相性がよいことからも,plausibleの主なはたらきが蓋
然性の高さを表すことではないことがわかる。
(29) A rexcepuon de SOukayna Krifa…Bolmin, qui campait une Metella aussi
plausible′ゅ j?ν〔物θ″′qucヵθαル
“
θ
“
J。  (L鴫
(30) Pollr une persome a la recherche ct a la conquae de son identh6 culturellc,unc
phrase dc ce gellre est′αζヵJ′θ
“
θ
“
′plauSible。  (LM)
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(31)Les prёvisions sont tenues pollr sι〃
'Sα
″″θ″′plausibles。  (LD
3.3.  vraisemblable
vraisemblableもprObable同様に ne。¨pasよりも peuとの共起の方が多く見ら
れたが,probableほど否定との相性が悪いわけではないようだ。2つの事態の
蓋然性が低いことが述べられている (32)では,1つ日は peu probableを用いて ,
2つ目は vraisemblableの否定を用いて表されている。
(32)Si ron accepte a Moscou raide aHlё五caine,sera―t―on disposё a modiier le
contrOle ёcononlique des Sovicts non seulement sur les teHtottes de rUnion,
rrlais sur les Etats de rEurope orientale ? Cセs′ ′θ夕 ′Юbαわた。Mais cs
Amё五cains accorderont…ils volontiers des secours a des pays dont rёcononlic
s'organise de lnaniёre a ёvincer leur conlnerce?Cc ηセs′ραs″αおcmbルbたnon
plus。(LN9
vraisemblableは尺度上の高低を表す副詞(類)と共起する一方で,そうではない
ものとも共起する。(33)から (35)のa peu prёs,quasi,histo五quementがそ うで
ある。これ らの副詞 (類)と共起する場合は,vrdsemblabには価値評価を表 して
いる。これ らの副言司(類)とprObableが共起 した発話frllはLc Monde紙にはな
かった。
(33)Selon Paullan,son arni,son protecteur,Hla littrame,ce n'est pas(malgr6
rapparence)quelque chose de sensё que ron teint d'un peu de folieo Clest le
contraire:une sorte de folie qulon rend a′θグ′rおVraiseⅡiblable‖。 (LD
(34) Les deux auteurs sien sont dorlnё a cocur joie pour raconter cette pёrёgH ation
sur les banquises,cn siaidant a la fois de gags et de d6tails gναs,vraisemblables,
come la rencontre llnpromptuc avec la cinёaste allemande,amie dlHitle鳥]Leni
Riefenstahl.(Llo
(35)Ce■lm trёs soignё,trs sobre,力なわrj9夕θ″θ″′VraiSemblable et remarquable―
probableのはたらき
ment interpr6“ap elle la plus grandc attendon。  (Llつ
4。 まとめ
本稿では,3形容詞のうち本質的に蓋然性を表すのは probableだけであるこ
とを確認するために,Lc Monde紙のコーパスの調査結果をもとに 3形容詞に
ついて以下の特徴を考察してきた。
plausible:名詞句と共起する時は,その「内容」を問題にし,尺度上の高低を
表す働きを持つ副詞 (類)よりも価値評価を表す副詞 (類)との相性
がよい。
vrdsmblable:名詞句と共起する時は,その「内容」を問題にすることも「存
在」を問題にすることもある。共起する副詞 (類)も,尺度上の高低
を表す働きを持つものと価値評価を表すものの 2種類ある。
probable:名詞句と共起する時は,その「存在」を問題にし,共起する副詞(類)
は尺度上の高低を表す働きを持つものである。
紙面の制約のために本稿ではこれ ら 3形容詞から派生した副詞 plausble,
probablement,vraisemblablementについて論 じることができなかった。また,
否定辞のついた反意語 血ぃobable,invraisemblableがあるのに対 し plausible
に対応す る語がない点や,容認 されない とされてい る improbablement,
invraisemblablementの発話例の使用の可能性についても論 じることができな
かった。今後の課題 としたい。
注
(1)インフォーマントはフランス人3人である。
(2)ただし,肯定文の平叙文でpeuと共起する場合は除く。また,plausbleについては
発話例がすくないためコー パスを4年分にした (probable,vrdserrlblableはそれぞれ
2年分)。
(3)今回は prObableのはたらきを解明するのが目的なので,plausibleとvraiselnblableの
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比較は取り扱わない。
(4)もちろん見解発表など従節の内容にポイントがある場合も考えられる。その場合は
直説法が選択される。
(5)plauSibleFFlentがprobablement vrdSgnblablementのように蓋然性の高さを表さないこ
とも関連があるように思われる。
(6)suttSarnmentは量的なことを問題にしているが,mantteと意味的に相容れない語彙
とは共起しにくいことから,評価を表すと考えられる。sumsarnmentとよく似た意
味をもち量的なことを問題にしている assezはprobableとも相性がよい。
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